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1． リスニングに関わる要因

(1)学習者要因：英語力（語彙，音韻，熟語，文法，語用），学習スタイル，ストラテジー使用，記憶力（作動，長期），背景的知識，集中力？

(2)聞く材料：

　＜文字面＞　スタイル（ニュース，会話，講義），英文の長さ，英語の難易度（語彙，語法，熟語，文法）

　＜音声面＞　発話速度，アクセント，音の変化，ポーズの位置と量，男性か女性か，声の高さ，背景音（効果音，雑音など）

(3) 聞き方：

　視覚的情報（動画，静止画，なし），繰り返しの回数，繰り返しの場所，回数と場所の選択の自由度，辞書使用（あり，なし），１人で聞く・グループで聞く（Gigsaw Listeningなど）

２．ワーキングメモリー

・言語処理と記憶　　　・短期記憶 → ワーキングメモリー　＝言語情報の処理と保存

・ワーキングメモリーの構成

　中央実行系 ＋　視覚・空間的スケッチパッド（視覚的意味）＋音韻ループ（言語） 

（音韻ループ→　音韻ストア　＆　構音リハーサル）

　　　
３．リスニングにおけるワーキングメモリー

・音声入力情報を適切に処理しながら

・処理した情報の中で重要な部分を保持

・ワーキングメモリー →談話のcohesionやcoherenceが認識できる

４．リーディングにおけるワーキングメモリーの測定

・RST (Reading Span Test)　　英文を読みその英文内容の正誤を判断しながら，または，英文を音読しながら，文末の単語を記憶するテスト（言語の処理と保持）

採点方法　各セクションにおいて，３セットができていたらそのセクションの点数，２セットできていれば0.5点を与える。

　Daneman & Carpenter (1980)

　RST　米国人大学生20名の場合　（平均3.15　2.0-5.0までSD=.93)

　RSTとの相関係数(p<.01)：内容読解(.72) 指示代名詞特定(.90)　

言語標準学力テスト(.59)　

一方単なる単語の記憶テストでは，これらの相関は.33から.35(n.s.)

５．リスニングにおけるワーキングメモリーの測定

・LST (Listening Span Test)　英文を聴き，その英文内容の正誤を判断しながら，文末の単語を記憶するテスト（言語の処理と保持）

採点方法　各セクションにおいて，２セット以上できていれば１点，１セットできていれば０．５点を与える。２－５文までの合計点でRSTが示される。

６．リスニングにおけるワーキングメモリーと英語力との関係

LST　Ushiro & Sakuma(2000)およびSakuma & Ushiro  (2001)

日本人大学生　LST=2.25  TOEFLとの相関 0.29 (p<.001) 

７．問題点

・日本人向けのLSTの不完全な面（背景知識を要求するなど）

・LST，リスニング能力，総合的英語熟達度の関係を調べた研究が，筑波大学での事例を除いて少ない

・LSTと１回で聞き取れる範囲についての調査はまだない

８．目的

・リスニングに焦点を当て，(1)ワーキングメモリー容量を測定できるといわれるLST，(2)リスニング技能　(3)総合的英語熟達度　(4) 自然な速度の英文を１回で聞いて理解できる量との関係を明らかにする。

９．材料と対象者

・ワーキングメモリー容量の測定：LST　Ushiro & Sakuma(2000)を改訂した版

・リスニング技能：TOEICのリスニング・パート

・総合的英語熟達度：TOEICのスコア

・コンピュータ・ディクテーションによるスコア

・対象者：日本人大学生３０名

１０．方法

・LST，TOEIC,コンピュータ・ディクテーションの実施

・各々のスコアの相関関係を分析

１１．結果と考察
・LST，TOEIC,　コンピュータ・ディクテーションのスコア

LST　平均1.6　（0から4.5）
TOEIC　平均　781.1点（479から950）

コンピュータ・ディクテーション　平均51.7%　（7%から100％）

・LSTとの相関

Listening　　TOEIC　　Computer Dictation
   .57　　　　　.52         .76　　　(p<.01)
・１回のdictationでは，一度に記憶できる量がかなり反映されている。ただし，一般のリスニングには，他の要因がさらに関係していると考えられる。
１２．まとめ

· LSTは，リスニングテスト，TOEICによる英語熟達度と中程度の相関がある。特に，１回聞いて書く（タイプする）Dictationとは高い相関が見られた。
· 英語力がある程度ないと，かなりの負担をかける。
· 2文レベルから５文レベルまでの難易度の統一が不十分。

１３．今後の課題

・LSTにおける文のフォーカス（なぜ文末の語か）

・LSTは何を測っているのか（容量，効率性？）

・LSTにおけるストラテジー使用の是非

・リスニングにおける語認知との関係　

（ワーキングメモリーの中で行われていると考えられること）
　　音声入力情報 →　mental acoustic lexiconへのアクセス　 →　単語候補　

 →　チェック（音，意味，文法・構文，熟語，背景的な知識など）Yes　 →　単語決定

　No　 →　フィードバックして再度　mental acoustic lexiconへのアクセス
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